
■ 堺市消防局は、独自の「硫化水素ガス分解除去

装置」を開発し、特殊災害対応自動車に搭載した。

これは、特殊な薬剤と反応させることにより、

硫化水素ガスを分解するものであり、管内の企業

の協力を得て開発したもの。

硫化水素ガスによる自殺を謀る事件が起こると、

その度に付近の市民を長時間避難させることが必

要となることや、救出しようとした家族が巻き添

えになるケースもある。

同装置を使用すると素早くガスを分解できるこ

とから、二次被害の防止が期待できる。

市消防局ではこの取組を通じ、より迅速に市民

の安全安心を確保したい考え。

なお、他の自治体が要望すれば無料でこの技術

を教えてもらえる。

■ 八尾市は、平成２０年度より次期総合計画の策定

に着手しており、広く市民の意見を把握するため

に、タウンミーティングを開催した。

これは、平成２３年度からの１０年間の総合計画を

市民とともに考えていくための一環として行われ

ているもの。

これまで、各事業の取組状況の点検や市民への

調査を行い次期総合計画の検討を進めていたが、

同市の今後の方向性や地域の課題、まちづくりに

ついて、市民と市長が直接語り合うこととした。

順次、中学校区又は小学校区ごとに開催してい

く。

市ではこの取組を通じ、「住み続けたい、住んで

みたい八尾」の実現を目指していく考え。

■ 箕面市は、啓発活動の全部局統一キャンペーン

を開始した。

これは、各部局が単独で実施している普及啓発

活動の中から、緊急性等を考慮した上で、１つの

テーマを全部局が一定期間集中的に取組むもの。

１つのテーマの期間は３ヶ月程度とし、テーマ

ごとにロゴマークも作成していく。同市が持つ広

報紙やホームページのほか、ちらしやポスターな

どにロゴマークを掲載するなど、あらゆる広報媒

体を活用し、全部局が集中的に啓発活動を行う。

統一キャンペーンの第１弾は「一戸一灯運動」

であり、安全なまちづくりを目指す。

市ではこの取組を通じ、事業効果をより大きな

ものにしたい考え。

■ 門真市は、「市民公益活動支援･協働指針」を策

定した。

これは、市民公益活動との協働によるまちづく

りが、今後の重要な要素と捉え、その支援と促進

体制のあり方を示したもの。

同指針では、行政にはまちづくりを協働で行う

パートナーに対する支援や活動しやすい環境を整

える役割があることをうたっている。

門 真 市  

箕 面 市  

八 尾 市  

堺 市  

府 内 市 町 村 の 動 き
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市としては、当面の具体的な施策展開として、

市民公益活動団体の中核組織の育成、財政基盤の

安定化を図る交付金制度、活動拠点整備等が求め

られている。

市では、この取組を通じ、市民主役のまちづく

りを推進し、「活力あるまちなか創出都市」を目指

していく考え。

● 山梨市は、「ふるさと市民制度」を創設した。

これは、山梨市に愛着と興味を抱いている市外在

住の方に、『ふるさと市民』として登録してもらい、

同市を『心のふるさと』として応援してもらうもの

で登録は無料。

登録が承認されると、山梨市ふるさと市民住民票

（ふるさと市民カード）とふるさと市民の名刺が送

られてくる。

同市民には、山梨市を心のふるさととして愛し続

けることや宣伝すること等の役割がある。また、特

典として観光･宿泊施設の割引や四季折々の自然や

イベント等の情報提供が受けられる。

市ではこの取組を通じ、同市が持っている魅力を

知り、実際に訪れてもらいたい考え。

● 三条市は、職員のための接遇マニュアル「いら

っしゃいませ！三条市です。」を作成した。

これは、職員の接遇能力を向上させるとともに、

親しまれ、明るい市役所づくりを実現するために

作成したもの。

同市はこれまでも「市役所は、市内最大のサー

ビス機関」として、職員が心がけなければならな

い事項をまとめていたが、民間企業並みの接客を

目指し、全庁横断的な組織「接遇向上推進チーム」

において検討した。

職員一人ひとりが窓口であることを意識し行動

できるようにテーマ別にまとめ、接遇に関する基

準等を設けている。

市ではこの取組を通じ、職員全体がよりレベル

の高い均質な接遇応対となり、市民サービスを向

上させたい考え。

● 「利用者負担に関する基準に基づく見直し方針」

を策定した。

これは、行政サービスの利用者負担を全面的に

見直すための基本的な考え方等を取りまとめ、今

後の見直しの原案となるもの。

同方針に基づく利用者負担額の計算方法は、「行

政サービスの利用者の負担に関する基準」に基づ

き、行政サービスを「公益性、私益･市場性の度合

い」と「市の実施義務の度合い」に類型化し、そ

れぞれに負担割合を設定したものを行政サービス

のコストに乗じて算出する。

市ではこの取組を通じ、行政サービス利用者に

よる負担の適正化だけでなく、負担増加を抑制す

るために施設の経営改善も実施する考え。

● 松浦市は、市議会公用車への公告掲載を開始し

た。

これは、同車両の買い替えにあたり、議長より

長 崎 県 松 浦 市  
 

長 野 県 長 野 市  
 

新 潟 県 三 条 市  
 

山 梨 県 山 梨 市  
 

全国の市町村の動き
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有料公告による収入を購入費やガソリン代を賄う

提案を受けたことによるもの。

車体の両サイドのドアやボンネットだけでなく、

後面や屋根にも公告を掲載することができる。市

内企業等から募集したところ、観光協会や漁協か

ら応募があり、１２団体の公告を掲載している。

同車両は、市域だけでなく県内外を走る機会も

多いことから、同市の名産などのＰＲにも一役買

っている。

市町村の公用車への公告掲載はあるが、議会公

用車への掲載は全国でも珍しい取組。

市ではこの取組を通じ、市長公用車等にも公告

募集を行い、引き続き財源確保に取り組んでいく

考え。
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